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桑樹の砂耕試驗に就て

阿形一三

Kazumitsu AGATA:-On the sand culture experiment of the 

mulberry tree.

緒　　　雷

　從來桑樹の肥料試瞼をPo七に依つて行つたものは比較的少いがb三室搾簿光氏（1919）は

肥料の三要素に關する試験をされ、波多野岩吉・山下卯三郎爾氏、須田圭二氏、池田正五郎

氏等は、或は肥敷試験、或は繭類試駿等に就て、1’Ot，試験め成績を報告してゐる。

　筆脅は今同、種々なる無機瞳類を以て桑苗の培養を行ひ、從來あまり行はれてゐない砂耕試

験を成し、PQt培養に依る、桑菌の生育状態、興他の諸性状、蚊に培養後に於ける轍的i形態

的方面に就て比較調査を行つたので、以下其成績を報告するこεミする。

　本實験を爲すに當り、方針、方法等に就ての御教示を賜うた恩師、腿畢博士遠藤保太郎先鐙

に鋤しN葱に謹んで謝意を表する訳第である。

1・材料及び方法
　　　　　　　　　　　　　　（1）供試桑菌の臓理

　供試桑苗は1年間、圃揚に於て肥培育成せし、鼠返代出苗100本の中・比較的無傷、戴健

でb且猫一なるもの24本（各嘔1本づ・豫備）を撰び・各々を支障なき程度に條部及び根　　　、

部を勢定し、概略各甫の鍛的統一を計つた。即ち蚤的測定儂を第1表にて示す。

　第　1　表　　　　　　　供試桑菌重量測定便　（gr）
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　　　　　（2）　ポ　　ジ　　ト　　　　　　　　F三経L供試ポット

筆糊棚しナ・P。臆恥1・に乱ナ・如く・　l　　　l］1
高さ21．5‘川、直径8．£｝c’tuの爾子製慶口瓶で、其底部

に直径4．5～4、0“mの1組の小形シャーレー一　t6　Fesi

t’ 宴ﾃを背申合せに重ね合はせて設置し、其上に

ehan｝e】を塗布せる金綱を廣口瓶の内面に接するが

如く圓形に切噺せるものll、枚を載せ、更に其上に

金綱に準じ厚乎の白色濾紙1枚を装備した。

　　　　　　（3）　養液の調製

　築麿はK110p氏液を橡垂1星茎εし、鰯2表に於て示

せる如く、試験甑6嘔、即ち慷準鷲、無窒素臓、

窒素過多画、無加里嘔、無燐酸匠、及び石灰過多囮

等に封し、夫々種々調製を行ひ、又瀞液のPH儂

等も併せて測定し罎いた。
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　以上の如く、勢定せる苗木を一本づx1－一瓶に石英砂（Diam．＝　O・6～1・2mrn）にてN上部1・5α“

・を鯨して植付け、Po七甑部より下部を黒色羅紗紙1枚を以て覆ひ・又上部に圓く切つゾこ同紙

を覆ひ、藻類等の繁殖、及水分の蒸散を豫防した後各匪別に養液を最初夫々50α縞注入した。

是等を昭和13年4月23日、本校ガラス窒内に蚊べ、培養を初め、其後1週1同、各々

300t：・“・づ・6月29日迄注入しi其後は不定「寺に養液を與へ、其間調沓を行ひつ・、7月26

日に及びて、第19同養液の注入を行ひ、7月30日迄培養を纒纏し・同日午後是等各ボツト

を魔鹸察内に蓮ぴ、測定、其他の調査を行った。其培養期間は98日『削であっfこ。
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ll．塘養中の調査　　　．
　桑欝をガラス室内にて、4月23日より培養を行ひ、5月23日迄の4悶の調鷹は三ii　tr・し

て、磯穿状態及び開簗の遇遡等を槻ん矯である。

　5月3日調登（植付後10日目〉・…洛株に於いては、・￥少σ）逓漣を見得るが、蛋慨別に比

較せば大差は無い。

　5月10日調査（ホ政荷後17bl同〉・・…最も威育速かなるは、第6麗にして、第5幅、第

1癌之に亜詳、第2匠は成育悪く、第3岡、第41置は中糧度である。

　5目17日調壷（植付後24日目〉・…・第6圃簸も良好、第1嘔、第5擁及び笛2晦之

に躯き㍉3者略々憤〕機て㍉第3樋最も悪い0

　5p月24日調盗（植付後31　Fl目）……第4慨、第5櫃、第6麗等はll竃育良畑こして伯仲

し、第1旺、第3麗之に雌ぼ、第2薩最も悪い。
　其後5月31日より、條長測定をなし、M－　13ζ　M形態上の痩化寝導踏調査した。下1圃は根1付後

38日目より94N目（5月Bl日～7月27日）蓬の各賦の成長状態を示す。
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　今、上圖に依り各旺の生育1伏況を見るに、①第1麗は常に良好である。②第2圃は箭期

に於て良好なるも、後期にては殆んさ生育を見ず、最悪であるp③第3臓は中乃至後期に於

1・て・生育旺盛である。④第4輝は中期に於いて悪しく、後期に良姓なる嚢育を逸げた。⑤

第5匠は前期に悪しく、後期に良好である。⑥第6薩は終始生育不良であつた。

　　　　　　　　　　　　　皿・培養後の調査結果

　7月30日午後・Po七を實験蜜に蓮ぴ、桑樹を堀取り・根部に石英砂の附着なきやう町嘩婁に

水洗し、風乾して外部に凝着せる水分を蒸獲せしめ、各嘔の煎母を測定した6其成績下蓑の如

くである。

　第　　3　　衷i　　　　。　　　　　　　第　1下匿成績躰ξ（標準嘔）gr，

材料番號　　憂　　鍛

A　　　　　　　　26．O

B　　　　　　　　27。O

C　　　　　’　　23・O

耶均
P・・5・3

傑根澱
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ユ7．0
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15．o

葉　　燈

　　コ2．5

　　10、0

　　8，5

10、3

條澱 P根澱成翻
4．5　　　　　　　　　9、0　　　　　　　　19．0

4．5　　　　　　　12，5　　　　　　　19．0

4’・「）

@　1°・°i　ユ6・°

4，r）　　　　　　　ユO．1～　　　　　　　18．0
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第　　4　表　　　　　　　　　第2旺成績表（無N圃）gr、　　　　　　　　　　　　，

材料番號k　幾條根鍛葉燈條itt1・！盤瞬長轍

A　　　22，4　　15．0　　7．O
B　　　24、汚　　16．5　　S．O

C　　　21，5　　14．5　　7、0

2ド　均 22．6　　15．3 7，3

3．5

3，5

2．5

8．1

11，5

13．〔｝，

12．O

11．2．2

13．5

ユ6．5

14，．r）

14。8

第　　5　　衷　　　　　　　　　　　　　f”，rs　3圃JS～：績葛蔓（N過af　kT・e）gr．

材轡番號蜘tW條根一m粟激條鷺根澱成優最

　A雛．5】3。5ユO．04，59，0コ窃．O
　B　　　　　　　　　　　　　23．5　　　　　　　　　ユ3．5　　　　　　　　　10．0　　　　　　　　　5．0　　　　　　　　　8．5　　　　　　　　　工6．O

　C　　　27．0　　15．【｝　　12，｛、　　5、0　　1⑪．0　　20、0

耶均　24．6　14，0　10．6　4．S　9．2　17。3

第6表　　
第4圃戒績表（5艮巳1く二20麗）．…’．

材料番號登鍛條根澱葉鍛條澱根1鷺成畏漁
　　＿＿＿ぬ～．一一一＿一認鵠瀟．罵濫認二＿．一一．．．＿＿＿＿＿瓢職＿一．＿、＿一＿一一＿．＿．＿一．一＿．＿＿＿＿＿＿業購一一・…一・t－一一

A　　　2416　　13．0
】B　　閥　　　　　　　　　29，0　　　　　　　　16．5

C27，0、。　14．5

不　均　　’26．8 14，6

11、5

12，5

】2．5

12、2

4、5　　S．5

師　　11．0

4，5　　10．0

、　4，8　　9，8

16，5

21．5

20．0

19．3

第　・7　　表　　　　　　　『　　　　　：第5頂董成績衷（5無］E）L）0、5圃）gr．

材料番號

　A

　c

軍　均

全　量

30．0

28．0

22，0

26．7

條根搬葉『 b條澱根轍成長tU
　17．0　　　　　　　　13，0　　　　　　　　　5，5　　　　　　　　11，5　　　　　　　　21．5

．15・° @、13・°、　5・°…°・°　19b
　12．5　　　　　　　　　9．δ　　　　　　　　　3．5　　　　　　　　　9．0　　　　　　　　15。0

ユ4、8’ 118　i4・7 10．2 1s．6
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第　 8　表　　　　　　　 第6嘔覧成績衷（Ca　O過多1琶）gr・

材料番號

A

B

c

準　　　均

i蚕轍

20。O

22．，5

】9．5

20．7

條根鷺葉… 応株轄ｪ・・成鯉
ユ3，5　　　　　　　　6．5　　　　　　　　3、O　　　　　　　　IO．5　　　　　　　　12，0

1δ。0　　　　　　7，5　　　　　　3．5　　　　　　U．5　　　　　　15．0

13．5　　　　　　’　　6．0　　　　　　　　　3．0　　　　　　　　10．5　　　　　　　　11乙．5

刈・｝・7　舗　・…　御

第9表　　　　 各嘔成鎖比i咬表　gr・

＼　　磁分
項周

企　　　燈

條　根　最

葉　　　澱

條　　　鍛

根　　　鍛

全燈指敬

成　長　母

第　1憾
（櫻準甑）

25．3

15．0

コ0。3

4．5

】0，5

レ・・…

1・s・・

第　2　械
（無Nlllの

22．6

15．3

7，3

3，1

12．2

89．32

第　3　撮　　　錦　4　］ll・1；

（N過多11助【（無K20匪）

24，｛1

14．0

10，6

4．8

9。2

97．23

・剣
17．3

2‘1．8

1．4．6

12．2

4。8

9。8

105．92

第　5　1岨
（Wt・Pt　Ofi　I蔽）

26，7

14．8

11．8

4Y

10．2

工05．53

i1蝋 18．6

第　6城
（C肌O過多L嚇

20，7

14，0

6，7

3，2

ユ0．S

81．S1

ユ3，1

．以上各表に依れば・

①全重量に於いて第4嘔、第5旺及び第1隙等は伯仲し・叉第2旺・第6麗等は前3脅

　より輕1い。

②成長蟄に於いても、亦霜結果ε同様なる傾向あるを認めナこ。

③條隈蚤は6匹間に大差ない。　　　．　　　　ee

④條量は第1逼、第3直・第4匿及び第5慨等の各画間に大差を認めず・又第2賦及び

　第6逼は前4者に比し糧少にして、就中第2画最も韓い。

⑤根蟄は枝條彙關係S反蜀である。

⑥葉彙は第4匝、第5甚、第3匪及び第1嘔等は比較的大なるも、第2匠及び第、6颪

　は右に劣る。

　　　　　　　　　　　　　　IV・摘要虹に考察

　筆潜が今同行つた、Potに依る桑樹の砂耕試験に於ける種々なる調査成績に就て、諸先輩の

實瞼結果を塗照し、以下摘要及び夫等に野する考察を試るに、

　筆脅の用ゐた養液はknOP’S　SQIutioTlを標準εし・各無｛幾鞭類を適當の翻合に配合したもの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
であるが、其PH　Valueを見るε、先に荒籾正李疑が桑樹の實乙猛の成育に最適なるPH　Value

を6～7書矩められtが、筆肴使用の養液は第2表の如く、篤6嘔（PH　9．1…i芝）を除き、他

5画のPH　Valueは夫々6．278～7．408で・夫等1》H　Valueの桑樹鼠返、代出2年菌の比較
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　的の生育上に於ける影響は・此滋に於て殆んき無覗すべきものε思はれt。植付後、恰度各癌

　が第2乃至第5開漿を終了した時分より、各畷に翫つて、恰も、肥敷の出現を見るが如く思

　はれ、成育上の請1塗異が幾分認められて楽た。想ふに桑蘭縄織内に存在する貯藏養i分の供給の

　微弱εなつナこ時期であらう。此の頃より、各碗は夫々将殊の成育をi趣げっ・・あつナニ。帥ち其生

　育状況は前摘の各衰及び圖に示した如くM夫等各恨の微細なる動陶は此威に璽めて詑載の要を

　認めない、、

　　唯筆轡の1［；意を惹いナニ・のは・第2匝脂策3慨及び第6圃の生育状態で、第2嘔（無N

　匠）は前牛は成育良好なるもb後｛ドは殆ん曹1週間に於ける生長、わつかに「｝””T”をli3でず、

・且漿質粗剛、葉肉．9i三薄、薬色淡黄隷、樹姿楓めて駿小であつた⊂，叉第3磁（N過多繊）に於け

　る後‘ドの藩しい成育は簸者をして、嬢ろ從長の感を想はしめ・」L菓色は他1疏に比し最も濃厚で

　あった。，叉中期に於ける、葉繊、水孔（Water：Pく》vの附近σ）小褐斑は、興後、1嚇iヨε共に盤々

　面積及び其敷な嚇加し・其越し章は漿繰より約2～dtutllもあつ魁，識現象は、屡々、圃揚育戒

　桑樹、叉は一・般畑地栽培1乍物等の澱厚朧類に依る漿総禍痩ε酷似の現敦である。i次に第6眠

　（C“0過多磁）は共の養液が著しくalktLli性（1⊃鷺9・1薯）を贔し、從つて久仙幅ε見界を典

　にせる興味ある利1々の現象を犠した。即ら培養i過イドにして既に瀧ノをは著しく淡黄色εなり、次

　第に落薫の撒を塘しNi［1．該落漉を探の其蜥面を妻竃1微鏡下に於いて検する時は・紐織の褒逮悪し

　く、叉Macrocyte内の（）a－Cavl｝oniLteの結晶物、　UIJち1醇1吠騰（Cy8tolith）の非炉鷺なる獲逮を

　楽たし、通常鼠返（圃揚育成）に1・ヒし・畏さ約1・5倍・幅約1・2～1・3倍である。培養の後期

に於いても・依撒撚の燃少く識酬の鮪は鰍し副麟卿嚢轍嶺惚る2
　番枝を褒坐し、愉も先に・遠藤瞭kの研究されたる・窩山縣下に饗崖せる桑樹の婆黄病に興褒

　生康圃、病徴等の酷｛以せる状態を示し、非常に興味を惹いナこ。

　　又第2嘔及び第4嘔にあつては・養分貯諒糞に依る他よの稽々太き根を5～10本務つてゐ

　た。
　　　　　　（1）
　　竺窯β善光氏は嘗て桑樹に就て肥料の三要素Pく）t試験を戒され、地上部に於いて、完金峨

　最も良好、無N曝・無1繭0薩等之に亜ぎ・無肥料颪・無P201魑等最も悪し壷帯蜜を報告

　されて屠るが、簸者の魔験の結襲は無Nl線よ最悪にして・無P2Q～颪は殆んき棟準臨競墜ら

　ざる成育を示した。藩し・筆脅の實験にてLはD811間の培養ilVjllS］中、其軍燈を20gr腐鯨、」曾

　加せしむる網には、越各後期の充蜜せる條根7～8gr中に含衡さるべき鍋Q，激にて充分な

　るを認めナこ。

　　　　　　（：s）
　　叉須田坐二氏の研究されナこる、肥料要素の桑の漿質及び牧奮i：上の鮎に就τ1よ、無肥料土を以

　て培養されし、結漿地上部に於いて完全1磁最も良く、無K20匿、無込Q価簿之に距ぎ、

　無N磁最も悪しき事を報告され、筆者の結襲ε傾向を同じうしてゐる。

　　各遜の葉色に於いて、甚だ差異を生じたので、筆潜は各麗豫備萌薬漿の略々等しき部分より、

　夫々直穫12mmに切蜥せる圓形の切片を5枚づ・探取し・是等を95％酒構1（）”，tl．中に投じ、

　30℃のThermostat中に24噂閥、色素の浸幽を行ひ、各・置に就き2「）分閥中の色素浸出の逓

　速及びT、eit’z製のMicrOSPectroseopeに依る概略の、帯吸牧スペクトルを餓し、　Ridgw町の

　Color　Standar（I　all（1　Nomenelaturaに依る漫i出色素の標準色を楡しt；　e．其結製は教表の如くで

　ある。
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55以■ドヨ最　　　　　　　　　　11ev榔green

45以下溺　　　　　　　1岨egr㈹1　yeU〔｝w

47以下躬　　　　gre，er・yollc｝w

54以下張　　　　　　　11eva　gr（聖（r，；1

54以下張　　　　vividirie　）・elloW

45以下溺　　　　　　　palc　vir三diuO　yallow

　侮本實験に於いて、Ca　O過多に於けるCystQlithの」曾減状態、各磁の化1畢的成分等を瞼討

せば、生理攣上非常に興味深き事項であるが、昆等は後9：1に誠るo又C豆ル0過多瞠の黄化現象
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くr））
を其生理學的及び病理麟的方面より槻て、遠藤博士の桑樹萎黄病εの關係を櫨討するは面白｛｝

事項であるが、之亦後日の研究に譲るこSざするo

v・総　　　旛

　1．　本實験はN鼠返代幽2年桑苗を、1〈1101）’sSoltitionを慷準εし、各凱疇機鞭類を適常に

配合せる養液を以て、昭和13年4月23Hより同年7月31研迄、帥ち98日間、本番交ガ
ラス室内にて、砂耕法に依り、Pot代H］　ssして砲子製贋口瓶（Diam＝8．5cni；1－ligh　＝21．5e・m；

Ji｝ig，1．参照）中に培養し、其生育中の諸形態的差異、及び生育状況を調査し、培養後に於け

る各嘔間の重量的・形態的等の藻異を考究せんが爲めの目的を以て行った。

　2，試験嘔は第1旺より第6毬蓬ざし、央々慷準織、無蜜素圏、窒素瓶多圃、無加里礁、

無燐酸匠及び石灰過多旺等である。

　3．培養中の差異　　　　　　　　　　　　　　　　　’
①培養初期は各麗大差無い。前期の後班にては第1鷹最良、第2繊及び第5隙等之に亜

　ぐが，3春間に大差なく（1～31“9、第3嘔、第4顧及び第6顧等は前3麿より約5（：’n

　短かい。

②中期に於いても以上S略々同様な傾向を示した。又第2嘔及び第6職は他画に比し、瀧

　色淡黄緑色乃至淡黄色で、後者に屡々早期落葉を認めた。

③後期に於いて、第1颪最も高く、第3癌、第5匠等3者伯仲し、第2pm　）第4麗及

　び第6麗等は前3者より約5～10cn1短く、就中、第2顧及び第6覆最も駿小である。　　・

　塩培養i後の比較i
①全量に於いては、第4嘔、第5鷹及び第1匹等（夫々26．8gr；26．79r；瓢3gr）｛白仲

　・し、第3鶴之に亜ぎ（24．6gr）、第2匠、第6麗は最も少い。（22・6gr；20．7gr）

②葉量は、第4魎（12．2gr）最も多く、．第5輝、第3魑及び第1麗（夫々11．8gr；10．6
　gr；10．3gr）之に距ぎ、以上’4藩は大差なく1第2砥、第6遜等（7．3gr；6，7gr）は最

　少であつナこ。

③條壁亦窟ε略同標なる傾向を示せるも、各健間に大差を認めない。

④根燈は、第2樋最も多く、第51砿第6砥及び第1麗等之に駐llぎ、第3眠及び第4
　頂等其差小である。（藻李均1gv）

⑤成長量は第4嘔（19・3gr）最も多く、第5隈及び第1t概等之に亜ぎ（炎々18．6gr　l　18．0

　琴v）、第3旺（17βgr）中位にして、最も少きは、第2礁及び第6臓（夫々1広8gr；工3ユ
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　gr）等であるa

5・葉に就ては・葉色最も濃厚なるは第31硫で（酒精樹｝1液の濃度ltlt　）3ii）、第1孤第4匠

　及び第5胚等之に亜夢、以上4渚は健色を；欝ぴ、藁形叉大であるが1第2穣汲ぴ第6匠

　は淡黄色乃至淡黄線色を帯び、葉形小で、前藩は粗剛、後Kiは柔軟ヨi韓である。

6．第6圃よ（）ii　Oの過多に依る攣態的戒長状態にして、漿形貧小、早期落葉、薬色淡黄乃

至灘織葉片柔軟妻鱒・培養側ミに於ける先端の‘1｛長停止、腋騨渡に依る貧・」、2番枝

　嚢生、細條、樹姿1委小等の諸現象は先に遠藤陣士に依る、窩山縣下褒生の桑樹蕃黄1茜に形態

的・究因的に酷似の關係あるものの如くである。

　　　　　　　　　　　　　　　（於上田鍛縣聯門羅校植物醗1致室）

Fig・9。各職成育状況（一例）

上圖霊より擦準麗、無NI戯、　N過多置、　WtP，）　O，　ma及びCaO過多匠なり。

交　　　戯

　　1・　鋭案戸　韓光　　　　　　桑樹の肥精3要封ξ「こ關する　PoL試験G齪界Vo1．2δRo。298）

　　2，荒粗正　準　　　　水耕培養に依る桑樹の無桃質菅養に關する研究（日慮雛VoLg　No。1）

　　3，　頒　田　誰　二　　　　　肥料憂素の桑の葉質蚊に牧最に2吏ぼす影響に就て（鍛脳VoLIO　Noユ）

　　4・騨鍵翻　桑樹欺期予・及ぼす購溶液・灘蹴・（臼鐡総Vol，2　No．1）

　　・・震藤弊奨｝　欝・縣下嘩生せ・輔萎黄病蹴・（騨V・1・・N。．・）

、　6，　熊本縣鴬業試験揚報告　（Vol，4　Noユ）

　　7・　遽藤保太郎　　　　　桑樹蜜験法

　　8，Winifred　E．　Breneliley言Tnorgamic　P｝ant61’oisons　and　Stimulantpt，

（豪理　昭添II　13年12月10日）
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